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注：□は改善部品を示す。 

燃料供給配管において、接続部がヒータパイプに接触し、運転時の車体振動によりロック機構が解除され

る場合があり、接続部から燃料漏れが発生し、エンジンストールが発生したり、燃料に引火するおそれが

ある。 

全車両、燃料供給配管とヒータパイプの干渉の有無を確認し、干渉が無い場合は、スペーサを追加する。

干渉がある場合には燃料配管を対策品に交換する。 
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A：燃料パイプ 
B：ヒータパイプ 
C：スペーサ 

改善措置の内容（スペーサ追加） 

改善措置の内容 


